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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、表面親水性ポリジメチルシロキサンフィルムの表面再疎水化機構を明らかにし、長期

にわたって表面親水性を維持する親水性被覆高分子を開発している。表面親水性ポリジメチルシロ

キサンフィルムの表面再疎水化では、フィルム内から揮発した環状シロキサン化合物とフィルム表

面上のシラノール基との化学吸着によるものであることを明らかにしている。これに基づき、ポリ

ジメチルシロキサンフィルム表面の長期親水化に必要な被覆高分子が有すべき分子構造を明らかに

し、それに基づく被覆高分子の設計・開発によって、ポリジメチルシロキサンフィルム表面の親水

性を一年以上維持することに成功している。本研究で得られた知見は、汎用性高分子であるポリジ

メチルシロキサンフィルム表面の再疎水化機構の解明だけでなく、その表面親水化に必要な高分子

設計指針において有益なものであり、表面化学ならびに高分子材料化学上価値ある業績であると認

める。 
 


